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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
新聞広告を二つ折り新聞の中に折り込む給紙装置において、前記新聞広告が複数部積載さ
れる給紙台と、前記給紙台の底部から前記新聞広告を一部づつ取出す吸着パッドと、前記
吸着パッドにより取り出された前記新聞広告を給送する搬送ローラ対と、前記吸着パッド
により取出された最下部の第１の新聞広告と前記第１の新聞広告の直上に積載された第２
の新聞広告との間に進入して前記第１の新聞広告はその給送方向に前記第２の新聞広告は
その逆方向に摩擦力を付与するように回転する分離部材と、前記分離部材を前記第１の新
聞広告と前記第２の新聞広告との間に進出退避移動させる分離部材駆動機構と、前記分離
部材が前記第１の新聞広告と前記第２の新聞広告との間に進出したときに前記搬送ローラ
対を回転させる作動機構とを有することを特徴とする給紙装置。
【請求項２】
前記分離部材駆動機構は、前記給紙台に向けて進出退避移動する作動板と、前記作動板の
先端側に設けられた弾性部材からなる分離部材支持板と、前記分離部材支持板の先端部に
設けられた支持軸とを有し、前記支持軸には１又は複数の前記分離部材が回転自在に取り
付けられていることを特徴とする請求項１に記載の給紙装置。
【請求項３】
前記分離部材はコロであることを特徴とする請求項１又は２に記載の給紙装置。
【請求項４】
前記分離部材はベアリングであることを特徴とする請求項１又は２に記載の給紙装置。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、小新聞等の中入れ紙を含む新聞広告を重ね、台紙を２つ折りにして重ねた枚葉
紙を挟み込んだ形態の集合紙（以下、セット広告という）を２つ折りの新聞の中に自動的
に挿入するに好適な給紙装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、新聞等に広告を自動的に挿入するために、給紙装置（インサータ）が種々使用され
ている。しかし、セット広告は形態が特殊なため、新聞本紙への挟み込みの自動化が遅れ
ている。セット広告の形態は通常Ｂ４サイズ程度の大きさの広告を２つ折りにし、この広
告の間に他の種々の広告を挟み込んで一束としているものである。通常、このセット広告
は２つ折りの新聞の中に手作業で挿入しているが、この作業は新聞本紙が新聞販売店に届
く深夜から早朝にかけて行われ、しかも最終配達時間との関係から制約された短い時間で
処理しなければならない。
【０００３】
また、広告紙の集合体、即ち、セット広告を自動的に新聞本紙に挟み込む場合には、セッ
ト広告の給紙装置では複数部のセット広告を重ねてセット広告給紙台に収容し、この給紙
台から１部づつ吸着パッドによりセット広告を取り出し、セット広告を搬送ローラ対によ
り給送する。
【０００４】
ところで、セット広告の外側を形成する２つ折り枚葉紙（以下、親紙という）は紙質又は
印刷状態により紙面が滑りやすい状態又は逆に滑りにくい状態となる。特に、給送される
セット広告の親紙の外側と次に給送されるセット広告の親紙の外側とが滑りにくく、セッ
ト広告の親紙の内側とそれに接する親紙との間が滑りやすい場合、又は、先行するセット
広告の親紙の外側が滑りにくく、セット広告の親紙の内側に接する親紙の間が滑りやすい
場合、先行するセット広告の親紙の上面に接する次のセット広告の親紙の下面側が給送方
向に共連れして引き出され、その部分にたるみが発生する。このため、次のセット広告の
取出しの際に、吸着パッドが親紙を確実に吸着して取り出すことができず、ミスフィード
してしまうという問題点がある。
【０００５】
上述の問題点の一部を解決するため、種々の給紙装置が提案されている（特許第２６３９
４７５号公報等）。
【０００６】
特許第２６３９４７５号公報には、複数の親紙を重ね、外被紙を２つ折にして、重ねた親
紙を挟み込んだ形態のセット広告とし、この外被紙の二つ折り側をセット広告の給送方向
にして積み重ねるストッカと、このストッカ内に積み重ねたセット広告の底部から一部づ
つ取出すサッカーと、このサッカーにより取出されたセット広告を給紙する固定側と可動
側のローラ対からなるフィードローラとを備え、サッカーにより取出されて、先行するセ
ット広告とストッカ内にある後続のセット広告の夫々の外被紙が重なり合っている間に差
し込まれる分離プレートと、この分離プレートを案内するプレートガイド部と、この分離
プレートの動きをフィードローラの可動側ローラに同期させる作動機構とを設けた給紙装
置が記載されている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、新聞の中に挿入される広告枚数は日によって異なり、少ない場合には広告の枚数
は２乃至３枚、多い場合には広告の枚数は数十枚にもなる。即ち、日によってセット広告
の厚さが変わる。セット広告が厚くなればなるほど、セット広告下面とセット広告上面と
の湾曲に違いが生じるため、上部セット広告の下面を引張り出してしまい、次のセット広
告を取出す際に、吸着パッドが確実に紙を吸着して取り出すことができず、ミスフィード
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してしまうという問題点がある。
【０００８】
また、特許第２６３９４７５号公報に開示されている給紙装置では、分離プレートをセッ
ト広告の間に差し込んでいるので、セット広告が厚くなるとセット広告下面とセット広告
の上面との湾曲に違いが生じるため、分離プレートを円滑に差し込むことができないとい
う虞がある。また、セット広告の外被紙の摩擦の状態によっては分離プレートを円滑に差
し込むことができないという虞がある。
【０００９】
本発明はかかる問題点に鑑みてなされたものであって、日によって新聞に挟み込まれる新
聞広告の厚さ及び外被紙の性質が異なっても円滑に給紙することができる給紙装置を提供
することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明に係る給紙装置は、新聞広告を二つ折り新聞の中に折り込む給紙装置において、前
記新聞広告が複数部積載される給紙台と、前記給紙台の底部から前記新聞広告を一部づつ
取出す吸着パッドと、前記吸着パッドにより取り出された前記新聞広告を給送する搬送ロ
ーラ対と、前記吸着パッドにより取出された最下部の第１の新聞広告と前記第１の新聞広
告の直上に積載された第２の新聞広告との間に進入して前記第１の新聞広告はその給送方
向に前記第２の新聞広告はその逆方向に摩擦力を付与するように回転する分離部材と、前
記分離部材を前記第１の新聞広告と前記第２の新聞広告との間に進出退避移動させる分離
部材駆動機構と、前記分離部材が前記第１の新聞広告と前記第２の新聞広告との間に進出
したときに前記搬送ローラ対を回転させる作動機構とを有することを特徴とする。
【００１１】
本発明においては、吸着パッドにより吸着され、搬送ロール対により給送される新聞広告
のうち、吸着パッドにより吸着され取り出された最下部に位置する第１の新聞広告とこの
第１の新聞広告の直上に積載された第２の新聞広告との間に、第１の新聞広告の給送方向
に摩擦力を付与し、第２の新聞広告に対して給送方向とは逆方向に摩擦力を付与するよう
に回転する分離部材を進入させると、作動機構により搬送ローラ対が回転し、第１の新聞
広告は円滑に搬送ローラ対により給送される。一方、第２の新聞広告には給送方向とは反
対の方向に摩擦力が付与されるため、第２の新聞広告の下面に対して引張る力が作用し、
第２の新聞広告に発生した弛みを戻すことができるので、第２の新聞広告の空送りがなく
なり、安定した新聞広告の給送を行うことができる。このため、安定した給紙性能を得る
ことができる。
【００１２】
この場合、前記分離部材駆動機構は、前記給紙台に向けて進出退避移動する作動板と、前
記作動板の先端側に設けられた弾性部材からなる分離部材支持板と、前記分離部材支持板
の先端部に設けられた支持軸とを有し、前記支持軸には１又は複数の前記分離部材が回転
自在に取り付けられていることが好ましい。
【００１３】
また、前記分離部材はコロ又はベアリングであることが好ましい。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例に係る給紙装置について添付の図面を参照して詳細に説明する。図
１は本発明の実施例に係る給紙装置を示す模式図であり、図２は本発明の実施例に係る給
紙装置を示す平面図であり、図３は本発明の実施例に係る給紙装置を示す側面図である。
【００１５】
本実施例の給紙装置においては、図１に示すように、新聞供給装置１とセット広告供給装
置６０とが操作パネル５を挟んで架台４の上に並設されている。セット広告供給装置６０
に隣接してスタッカ装置２１０が配置されている。
【００１６】



(4) JP 4190107 B2 2008.12.3

10

20

30

40

50

架台４の上部には新聞供給装置１の１対の側板２、３とセット広告供給装置６０の１対の
側板６１、６２とが夫々地面に対して垂直になるように配置されている。また、架台４の
下部には移動用のタイヤ２００及び固定脚２０１が設けられている。更に、側板２、３の
上部には新聞給紙機構部１０が配置されている。
【００１７】
図２に示すように、側板２、３には給紙台ベース１９が取り付けられている。給紙台ベー
ス１９の上面には新聞Ｎを積載する給紙台２０が配置されている。
【００１８】
給紙台２０の前側には先端ガイドベース１２が取り付けられている。先端ガイドベース１
２の右端付近にはサイド基準ガイド１５が設けられている。また、先端ガイドベース１２
の左端付近にはサイド移動ガイド１３が設けられている。サイド基準ガイド１５とサイド
移動ガイド１３との間には適切な間隔で複数の用紙先端ガイド１４が設けられている。用
紙先端ガイド１４には給紙台２０に積載された新聞Ｎの先端部を支持し、新聞Ｎが給送さ
れるとき、１部づつ捌いて給送するための爪１７が設けられている。
【００１９】
サイド移動ガイド１３及び複数の用紙先端ガイド１４のうち、１つはガイド支持板１６を
介して先端ガイドベース１２に設けられている。また、ガイド支持板１６には長穴１６ａ
が形成されている。セットネジ１８によりガイド支持板１６が先端ガイドベース１２に固
定されている。セットネジ１８を緩めてガイド支持板１６、即ち、サイド移動ガイド１３
をＭ方向に移動させることにより、給紙台２０に積載される新聞Ｎの幅に合わせてサイド
基準ガイド１５とサイド移動ガイド１３との間隔が調整可能である。
【００２０】
また、給紙台２０の上面には用紙後端ガイド２１が設けられている。用紙後端ガイド２１
には１対の長穴２１ａが形成されている。長穴２１ａには１対のセットネジ２３が挿通さ
れ、用紙後端ガイド２１が給紙台２０に固定されている。セットネジ２３を緩めて用紙後
端ガイド２１をＭ方向に移動させることにより、給紙台２０に積載された新聞Ｎの長さに
合わせて、用紙先端ガイド１４と用紙後端ガイド２１との間隔が調整可能になっている。
【００２１】
給紙台２０と先端ガイドスペース１２との間の下方には、新聞Ｎを１部づつ取り出すため
の複数の吸着パッド２５が配置されている。
【００２２】
新聞給紙機構部１０の新聞Ｎの給送方法の下流側（シート流れ方向の下流側）には、新聞
縦搬送機構部３０が設けられている。また、新聞縦搬送機構部３０の下方には新聞搬送部
４０が配置され、新聞搬送部４０に隣接して新聞開き機構部５０が設けられている。
【００２３】
新聞縦搬送機構部３０には吸着パッド２５で取り出された新聞を搬送するため、位置が固
定された搬送ローラ３１と位置が可動する従動ローラ３２とからなる搬送ローラ対が設け
られている。搬送ローラ３１はホイール形状をしており、搬送軸３１ａに適長間隔空けて
、例えば、５個取り付けられている。また、搬送ローラ３１の間に位置するように、吸着
パッド２５が設けられている。搬送ローラ対の下部には下ガイド板３３、３４及び上ガイ
ド板３６が配置されている。搬送ローラ対により搬送された新聞Ｎはこれらの上ガイド板
３６及び下ガイド板３３、３４に案内されて新聞搬送部４０に搬送される。
【００２４】
下ガイド板３４の下方には横搬送ベース４５が架台４と平行に側板３と側板６２との間に
取り付けられている。横搬送ベース４５の上面には、例えば、４個のスプロケット４３が
配置されている。スプロケット４３にはチェーン４４が巻き掛けられている。チェーン４
４には次段の新聞開き機構部５０へ新聞を搬送するために、所定間隔でブロック４１が例
えば、５個取り付けられている。また、横搬送ベース４５の上面前方には、新聞を新聞開
き機構部５０及びセット広告挟み込み部に横搬送するとき、新聞をガイドするための架台
４と同じ長さの横搬送ガイド板４２が配置されている。搬送ローラ対から搬送されてきた
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新聞Ｎは横搬送ベース４５の上面に搬送される。新聞Ｎは下ガイド板３４と横搬送ガイド
板４２に案内されながらブロック４１により次段の新聞開き機構部５０に搬送される。
【００２５】
また、下ガイド板３４には角穴３４ａが形成されている。角穴３４ａ内にはジョグ板４６
が設けられている。ジョグ板４６は駆動機構（図示せず）によりブロック４１の移動タイ
ミングに合せて方向Ｆに移動可能に配置されている。ジョグ板４６が移動することにより
、横搬送ベース４５の上面に到達した新聞Ｎは一端部を整合しながら搬送され、横搬送ベ
ース４５の次段の新聞開き機構部５０へ搬送するためのブロック４１と交代する。
【００２６】
下ガイド板３４のシート流れ方向の下流側には下ガイド板３４と連続して同一平面でガイ
ド板５１が配置されている。このガイド板５１には角穴５１ａが形成されている。角穴５
１ａ内には無端の穴付き吸引ベルト５５がガイド板５１の表面から僅かに出る位置に配置
されている。
【００２７】
また、穴付き吸引ベルト５５の上方にはロータブラケット５７が配置されている。ロータ
ブラケット５７には回転自在なロータ軸（図示せず）を介してロータ５４が取り付けられ
ている。ロータ軸は駆動系（図示せず）と連結されている。更に、ロータ５４には吸着パ
ッド５３が取り付けられている。なお、吸着パッド５３はロータ５４を通じて真空系（図
示せず）に接続されている。
【００２８】
吸着パッド５３は新聞Ｎを開くため、適当な位置（停止位置）に停止している。ブロック
４１により搬送されてくる新聞Ｎが適当な位置に来たときに、駆動系によりロータ５４を
回転させ、真空系も作動させ、搬送されてくる新聞Ｎの上面の適当な位置に接触させて吸
着パッド５３により吸引し、２つ折りされている新聞Ｎの搬送方向の先端側を開く。
【００２９】
なお、ガイド板５１の新聞Ｎの給送方向の下流側には、ガイド板５１に同一平面になるよ
うに、連続してガイド板１７０が配置されている。
【００３０】
図３に示すように、ガイド板１７０の上方には上ガイド板１６６が配置され、上ガイド板
１６６はガイド支持板１６０に取り付けられている。ガイド支持板１６０は側板６１、６
２に固着された支柱１６１に回動自在に取り付けられている。上ガイド板１６６のセット
広告Ｌの給送方向の先端部はガイド板１７０に対して反対方向に垂直に曲げられている。
上ガイド板１６６の先端部の曲げ高さＨは新聞Ｎの流れ方向の下流側に向かうに伴い徐々
に高くなっている。上ガイド板１６６の吸引ベルト５５側の上面には開きガイド１６５が
取り付けられている。開きガイド１６５には下ガイド板５１側に吸引ベルト５５まで延び
た曲げ部が形成されている。また、開きガイド１６５の曲げ部の先端には下ガイド板５１
に対して吸引ベルト５５により吸引され、２つ折りにされた新聞Ｎが通過できる適当な間
隔が設けられている。
【００３１】
また、ガイド支持板１６０にはサブガイド１６４が上ガイド板１６６の上方に取り付けら
れている。
【００３２】
新聞開き機構部５０で開かれた新聞Ｎは、更にブロック４１により次段のセット広告挟み
込み部に搬送される。
【００３３】
吸着パッド５３と穴付き吸引ベルト５５との相互作用により、２つ折りされている新聞Ｎ
は搬送方向の先端側が開かれ、適当なタイミングで吸着パッド５３に接続されている真空
系の作動を停止させることにより、新聞Ｎの一方は開きガイド１６５の曲げ部に案内され
、上ガイド板１６６の曲げ部とサブガイド１６４とに案内されながら搬送される。また、
２つ折りされている新聞Ｎの他方は開きガイド１６５の曲げ部先端と、下ガイド板５１と
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の隙間を通過し、ガイド板１７０の上面に沿って搬送される。即ち、２つ折りされている
新聞Ｎの一方が上ガイド板１６６の曲げ部に沿って搬送され、２つ折りされている新聞Ｎ
の他方がガイド板１７０の上面に沿って搬送されることにより、２つ折りされている新聞
は完全に開かれる。
【００３４】
図１に示すように、セット広告供給装置６０の側板６１、６２の上部にはセット広告給紙
機構部７０が配置されている。セット広告給紙機構部７０の下方にはセット広告搬送機構
部１２０が設けられている。
【００３５】
図２に示すように、側板６１、６２には給紙台ベース８０が取り付けられている。給紙台
ベース８０の上面にはセット広告Ｌを積載する給紙台８１が設けられている。
【００３６】
給紙台８１の両端には長穴８１ａが１対形成されている。給紙ベース８０と給紙台８１と
は長穴８１ａに挿通したセットネジ８３によりＭ方向に動くように取り付けられている。
【００３７】
先端ガイドベース７２が給紙台８１の前側に位置するように側板６１、６２に取り付けら
れている。先端ガイドベース７２の一端付近にはサイド基準ガイド７５が固定されている
。また、先端ガイドベース７２の他端付近にはサイド移動ガイド７３が設けられている。
【００３８】
先端ガイドベース７２のサイド基準ガイド７５とサイド移動ガイド７３との間には適切な
間隔で複数の用紙先端ガイド７４が設けられている。用紙先端ガイド７４には給紙台８１
に積載されたセット広告Ｌの先端部を支持し、セット広告が給送されるとき、１部づつ捌
いて給送するための爪７７がベースプレート（図示せず）を介して配置されている。
【００３９】
図４はセット広告給紙機構部を示す側面図である、図５はセット広告給紙機構部を示す正
面図であり、図６はセット広告搬送機構部を示す平面図であり、図７はセット広告分離機
構駆動部を示す平面図である。
【００４０】
図４に示すように、先端ガイドベース７２の下部にはアングル８５が取り付けられている
。アングル８５には調整ネジ８６が設けられている。調整ネジ８６を動かすことにより、
爪７７を移動させることができる。
【００４１】
図２に示すように、サイド移動ガイド７３と複数の用紙先端ガイド７４のうち、１つはガ
イド支持板７６を介して先端ガイドベース７２に配置されている。ガイド支持板７６には
長穴７６ａが形成されている。セットネジ８８により先端ガイドベース７２にガイド支持
板７６が固定されている。セットネジ８８を緩め、ガイド支持板７６、即ち、サイド移動
ガイド７３をＭ方向に移動させることにより、給紙台８１に積載されたセット広告の幅に
合わせ、サイド基準ガイド７５とサイド移動ガイド７３との間隔が調整可能になっている
。
【００４２】
図５に示すように、給紙台８１の上面には用紙後端ガイド７１が配置されている。用紙後
端ガイド７１には長穴７１ａが１対形成されている。夫々の長穴７１ａに挿通される１対
のセットネジ７８により用紙後端ガイド７１は給紙台８１に固定されている。このセット
ネジ７８を緩めて用紙後端ガイド７１をＭ方向に移動させることにより、給紙台８１に積
載されたセット広告の長さに合わせて用紙先端ガイド７４と用紙後端ガイド７１との間隔
が調整可能になっている。また、用紙後端ガイド７１の給紙方向側にはマクラ８２が設け
られている。
【００４３】
図４に示すように、給紙台８１と先端ガイドベース７２との間の下方には、セット広告を
１部づつ取り出すため複数のヤマクチ形吸着パッド７９が配置されている。セット広告給
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紙機構部７０のセット広告の流れ方向の下流側には、セット広告搬送機構部１２０が配置
されている。
【００４４】
図５及び６に示すように、セット広告搬送機構部１２０においては、１対の側板６１、６
２には分離部材１０５の下方にハウジング１２４が取り付けられている。ベアリング１２
３を介して搬送軸１２２がハウジング１２４に回転自在に取り付けられている。搬送軸１
２２には円板状（ホイール状）の搬送ローラ１２１が例えば、５個適長間隔を設けて取り
付けられている。搬送ローラ１２１の間に位置するように、ヤマクチ形吸着パッド７９が
配置されている。即ち、セット広告搬送機構部１２０には、ヤマクチ形吸着パッド７９で
取り出されたセット広告を搬送するため固定の搬送ローラ１２１と可動の従動ローラ１２
５とからなる搬送ローラ対が配置されている。搬送ローラ対により搬送されたセット広告
をセット広告挟み込み部に搬送するための搬送下ガイド板１６９が上ガイド板１６６とガ
イド板１７０との間に配置されている。
【００４５】
円筒形状の従動ローラ１２５は搬送ローラ１２１の表面に接するように配置されている。
従動ローラ１２５の中心にはローラ軸１２８が挿通されている。ローラ軸１２８の一端側
にはベアリング１２６が圧入され、他端側にはワンウェイクラッチ１２７が圧入されてい
る。これにより、従動ローラ１２５は一方向に回転することができる。
【００４６】
基部１３３ｃと１対のアーム部１３３ａ、１３３ｂとからなるコ字形状のブラケットベー
ス１３３がヤマクチ形吸着パッド７９の前方に設けられている。ブラケットベース１３３
の基部１３３ｃにＬ字形の従動ローラブラケット１２９が１対のアーム部１３３ａ、１３
３ｂ側の方向に曲げ部が配置されるように取り付けられている。また、基部１３３ｃには
従動ローラブラケット１２９とＬ字形のベース板１０９とが取り付けられている。従動ロ
ーラブラケット１２９の曲げ面の下面側には１対のローラ支持板１２９ａが設けられてい
る。１対のローラ支持板１２９ａには夫々ベアリング１３２が取り付けられている。また
、ベアリング１３２には従動ローラ１２５のローラ軸１２８が回転自在に取り付けられて
いる。ローラ軸１２８の一端部は側板６２まで延設されており、ブラケットベース１３３
のアーム部１３３ｂにベアリング１３７を介して支持されている。
【００４７】
アーム部１３３ｂの先端部付近にはローラ軸１２８と平行に支軸１３６が固定されている
。なお、支軸１３６は側板６２の外まで延設されている。作動軸１３４がアーム部１３３
ａにローラ軸１２８と同心軸上に固定されている。また、アーム部１３３ａには支軸１３
６と同心軸上に支軸１３６と同一形状の支軸１３５が配置されている。なお、支軸１３５
は側板６２の外まで延設されている。
【００４８】
ベース板１０９の曲げ面は従動ローラブラケット１２９の曲げ面と反対方向であり、更に
同一平面になるように配置されている。ベース板１０９の曲げ面及び従動ローラブラケッ
ト１２９の曲げ面の上部には作動板１０２が設けられている。作動板１０２の先端側（従
動ローラ１２５側）には、例えば、薄板のバネ材の弾性部材からなる分離部材支持板１０
３が設けられている。分離部材支持板１０３の先端部（給紙台２０側）には分離部材支持
軸１０４が設けられている。分離部材支持軸１０４には分離部材１０５として、例えば、
ベアリングが４個の適切な間隔で取り付けられている。
【００４９】
図５及び図７に示すように、作動板１０２の中央にはセット広告の給送方向と長軸方向が
同一である長穴１０２ａが形成されている。長穴１０２ａにはフランジ付のベアリング１
０８が遊嵌されている。ベアリング１０８はベース板１０９の曲げ面に支軸１０７により
取り付けられている。また、作動板１０２には長穴１０２ａに対して長軸方向が垂直方向
に形成された長穴１０２ｂが長穴１０２ａを挟んで形成されている。
【００５０】
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セット広告給紙装置側の側板６１、６２には夫々平板のステー１１０が設けられている。
作動板１０２とステー１１０との間には１対のリンク１１２が夫々配置されている。リン
ク１１２の一端は支柱１１１を介してステー１１０により回動自在に取り付けられている
。一方、リンク１１２の他端は下面に適当な高さの座を有する支軸１１３に固定されてい
る。支軸１１３にはフランジ付のベアリング１１４が作動板１０２に形成された長穴１０
２ｂに遊嵌されて取り付けられている。また、１対のリンク１１２の中央部近傍には長手
方向に長軸が向いている長穴１１２ａが形成されている。長穴１１２ａにはフランジ付の
ベアリング１１６が遊嵌されている。フランジ付のベアリング１１６はベース板１０９に
固着された支軸１１５に取り付けられている。なお、リンク１１２の他端側がベース板１
０９の方に移動したとき、干渉しないようにリンク１１２の他端側の下方に設けられたベ
ース板１０９には適当な幅で切欠が形成されている。
【００５１】
図３及び７に示すように、側板６１、６２には夫々１対のガイドレール対１４２、１４３
が配置されている。このガイドレール対１４２、１４３は上ガイドレール１４２ａ、１４
３ａと下ガイドレール１４２ｂ、１４３ｂとを有している。上ガイドレール１４２ａ、１
４３ａと下ガイドレール１４２ｂ、１４３ｂとの間を移動できるように、ローラ軸１２８
、支軸１３５、１３６及び作動軸１３４には夫々ベアリング１３８、１３９、１４０、１
４１が取り付けられている。即ち、ブラケットベース１３３が側板６１、６２に対して移
動できるように支持されている。また、側板６１、６２の外側には支柱１５０が取り付け
られている。支柱１５０の一端にはベアリング１５２を圧入したレバー１４９が接続回転
自在に接続されている。また、レバー１４９の他端側には長穴１４９ａが形成されている
。
【００５２】
図３及び図５に示すように、側板６２側ではローラ軸１２８に取り付けられているベアリ
ング１４６が長穴１４９ａに嵌合されている。また、側板６１側では作動軸１３４に取り
付けられたベアリング１４７が長穴１４９ａに嵌合されている。ローラ軸１２８に取り付
けられたベアリング１３７、１３８、１４６のスラスト方向の位置を規制するカラー１４
４がアーム部１３３ｂとレバー１４９との間のローラ軸１２８の外周に取り付けられてい
る。また、作動軸１３４に取り付けられたベアリング１４０、１４７のスラスト方向の位
置を規制するカラー１４５がレバー１４９の外側の作動軸１３４に取り付けられている。
【００５３】
レバー１４９の中央付近には柱１５５を介してカムフロアー１５４が取り付けられている
。また、レバー１４９には柱１５６が固着されている。柱１５６と側板６１、６２に取り
付けられた柱１７５との間にバネ１７６が掛けられている。即ち、レバー１４９は柱１７
５側に付勢されている。
【００５４】
カム軸１５８は搬送軸１２２に平行で側板６１、６２に外側に夫々取り付けられたハウジ
ング１７１内に配置されたベアリング１７２により回転自在に設けられている。従動ロー
ラ駆動カム１５７は側板６１、６２の外側に突き出たカム軸１５８の両端に設けられてい
る。このカム軸１５８が回転して従動ローラ駆動カム１５７が回転すると、レバー１４９
が動き、このレバー１４９の長穴１４９ａに接続された従動ローラ１２５が搬送ローラ１
２１に近接すると共に、作動板１０３が給紙台８１方向に進入し、分離部材１０５が搬送
ローラ１２１側に移動する。カム軸１５８が１回転すると初めの位置に戻る。また、分離
部材１０５は用紙先端ガイド７４よりも搬送ローラ１２１の反対側の方向に退避すること
ができる。なお、レバー１４９は常にバネにより搬送ローラ１２１側に付勢されているの
で、従動ローラ１２５及び分離部材１０５の移動は円滑に行うことができる。
【００５５】
セット広告挟み込み部に搬送されてくる新聞の搬送タイミングに合せて搬送ローラ１２１
、１２５及びヤマクチ形吸着パッド７９が作動する。このヤマクチ形吸着パッド７９が作
動すると、給紙台８１から１部のセット広告が取り出された搬送ローラ対に送り込まれる
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。セット広告挟み込み部へ送り出され、新聞本体にセット広告を挟み込む。セット広告挟
み込み部で新聞本体内にセット広告が挟み込まれた新聞はスタッカ装置２１０に搬送され
る。
【００５６】
次に、サッカー作動機構部について詳細に説明する。図３及び図６に示すように、側板６
１、６２の外側には搬送軸１２２の上方に支柱１８２が取り付けられており、支柱１８２
には夫々レバー１８１の一端部が回動自在に取り付けられている。
【００５７】
レバー１８１の他端部には支軸１８３が固定されている。この支軸１８３にはスライドス
ペーサ１８４内に一部分が圧入されたベアリング１８５が取り付けられている。また、支
軸１８３にはスライドスペーサ１８４とカラー１８８との間にＬ字形の揺動レバー１８６
が回動自在に取り付けられ、この揺動レバー１８６は垂直方向に延びる一辺側と水平方向
に延びる他辺側とからなる。
【００５８】
１対の側板６１、６２の外側には夫々支柱１８７が取り付けられている。支柱１８７には
Ｌ字形の揺動レバー１８６が回動自在に取り付けられている。
【００５９】
揺動レバー１８６の一辺側の端部には長穴１８６ａが形成されている。長穴１８６ａには
レバー１８１に取り付けられているベアリング１８５が嵌合されている。なお、ベアリン
グ１８５は抜け止めされている。
【００６０】
揺動レバー１８６の他辺端の側板６１、６２側面（裏面）にはバネ掛け１８９が夫々固定
されている。また、揺動レバー１８６の支柱１８７とバネ掛け１８９との間の中央付近に
は支軸１９０を介してカムフロアー１９１が取り付けられている。
【００６１】
１対の側板６１、６２の外側に取り付けられたハウジング１９４内に配置されたベアリン
グ１９５を介して、カム軸１９３が搬送軸１２２に平行に回転自在に取り付けられている
。カム軸１９３は１対の側板６１、６２の外まで延出している。カム軸１９３の両端には
サッカー駆動カム１９６が夫々設けられている。サッカー駆動カム１９６は揺動レバー１
８６のカムフロアー１９１が接触して連動するように配置されている。
【００６２】
揺動レバー１８６のバネ掛け１８９にはバネ１９７が掛けられている。即ち、カムフロア
ー１９１が常にサッカー駆動カム１９６側に付勢されている。
【００６３】
レバー１８１の中間付近にはサッカーステー１９８が取り付けられている。サッカーステ
ー１９８にはサッカー１９９が例えば、４個取り付けられている。サッカー１９９には夫
々ヤマクチ形吸着パッド７９が、例えば、２個取り付けられている。このカム軸１９６が
回転してサッカー駆動カム１９６が回転すると、揺動レバー１８６が動いてサッカー１９
９が上下し、１回転すると、ヤマクチ形吸着パッド７９が広告の下面に吸着し、広告を取
り出す一連の動作を行う。また、揺動レバー１８６は常にバネによりサッカー駆動カム１
９６側に付勢されているので、サッカー１９９の広告下面側への移動は速やかに行われる
。
【００６４】
次に、セット広告給紙機構部７０の動作について図１乃至図７に加えて、添付の図面を参
照して詳細に説明する。図８はセット広告給紙機構部の動作を工程順を示す模式図、図９
は図８の次の工程を示す模式図、図１０は図９の次の工程を示す模式図、図１１は図１０
の次の工程を示す模式図である。
【００６５】
先ず、図８に示すように、給紙台８１の上にセット広告Ｌが複数部積載されており、最下
部のセット広告Ｌ１の下面には分離部材１０５が接触している。
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【００６６】
次に、図９に示すように、従動ローラ駆動カム１５７を回転させて、分離部材１０５を用
紙先端ガイド７４よりも搬送ローラ１２１の逆方向側に退避させ、サッカー駆動カム１９
６を回転させてサッカー１９９を回転させ、ヤマクチ形吸着パッド７９を最下部のセット
広告Ｌ１の下面に吸着させる。
【００６７】
次に、図１０に示すように、更にサッカー駆動カム１９６を回転させて、サッカー１９９
を回転させ、最下部のセット広告Ｌ１を給紙台８１から取り出し、最下部のセット広告Ｌ
１を搬送ローラ１２１に乗せる。
【００６８】
次に、図１１に示すように、更に従動ローラ駆動カム１５７を回転させて、最下部のセッ
ト広告Ｌ１と次のセット広告Ｌ２との間に、最下部のセット広告Ｌ１は給紙方向に摩擦力
を付与するように、次のセット広告Ｌ２は給紙方向とは反対側の方向に摩擦力を付与する
ように回転する分離部材１０５を進入させると共に、搬送ローラ１２１に従動ローラ１２
５を近接させ、最下部のセット広告Ｌ１を搬送ローラ１２１と従動ローラ１２５との間に
挟み込んで、更に、搬送ローラ１２１を回転させ、最下部の広告Ｌ１をセット広告挟み込
み部へ送り出す。なお、分離部材１０５が最下部のセット広告Ｌ１の給紙方向に摩擦力を
付与するように回転し、次のセット広告Ｌ２に対して用紙後端ガイド７１方向に摩擦力が
付与するように回転するので、次のセット広告Ｌ２は用紙後端ガイド７１側に摩擦力を受
け、次のセット広告Ｌ２の下面に発生した弛みが戻される。即ち、次のセット広告Ｌ２の
下面の弛みが引張られる。
【００６９】
上述の構成にすることにより、新聞供給装置１の給紙台２０に積載された２つ折りの新聞
Ｎが吸着パッド２５により取り出され、搬送ローラ対により搬送されて、上ガイド板３６
及び下ガイド板３３、３４に案内されて新聞搬送部４０に搬送される。搬送ローラ対から
搬送されてきた新聞Ｎは横搬送ベース４５の上面に搬送され、新聞Ｎは下ガイド板３４と
横搬送ガイド板４２に案内されながらブロック４１により次段の新聞開き機構部５０に搬
送される。ブロック４１により搬送される新聞Ｎが適当な位置にきたときに、駆動系によ
りロータ５４を回転させ、真空系も作動させ、新聞Ｎの上面の適当な位置で吸着パッド５
３により２つ折り新聞Ｎの一方を吸引し、吸着パッド５３と穴付き吸引ベルト５５との相
互作用により、２つ折りされている新聞Ｎの搬送方向の先端側を開き、適当なタイミング
で吸着パッド５３に接続されている真空系の作動を停止させることにより、新聞Ｎの一方
は開きガイド１６５の曲げ部に案内され、上ガイド板１６６の曲げ部とサブガイド１６４
とに案内されながら搬送される。また、２つ折りされている新聞Ｎの他方は開きガイド１
６５の曲げ部先端と、下ガイド板５１との隙間とを通過し、ガイド板１７０の上面に沿っ
て搬送される。即ち、２つ折りされている新聞Ｎの一方が上ガイド板１６６の曲げ部に沿
って搬送され、２つ折りされている新聞Ｎの他方がガイド板１７０の上面に沿って搬送さ
れることにより、２つ折りされている新聞は完全に開かれる。更に、新聞開き機構部５０
で開かれた新聞Ｎはブロック４１により次段のセット広告挟み込み部に搬送される。
【００７０】
一方、セット広告挟み込み部に搬送されてくる新聞Ｎの搬送タイミングに合せて搬送ロー
ラ１２１、１２５及びヤマクチ形吸着パッド７９を作動させ、給紙台８１から最下部のセ
ット広告Ｌ１をヤマクチ形吸着パッド７９により吸着させ、分離部材１０５を最下部のセ
ット広告Ｌ１と次のセット広告Ｌ２との間に進入させ、最下部のセット広告Ｌ１を取り出
し搬送ローラ対に送り込む。最下部のセット広告Ｌ１を搬送ローラ対によりセット広告挟
み込み部へ送り出し、新聞Ｎ本体にセット広告Ｌを挟み込ませ、スタッカ装置２１０に搬
送する。これにより、２つ折りの新聞Ｎにセット広告Ｌを折り込むことができる。
【００７１】
本実施例においては、従動ローラ駆動カム１５７を回転させることにより、給紙される最
下部のセット広告Ｌ１と次のセット広告Ｌ２との間に最下部のセット広告Ｌ１は給送方向
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に、次のセット広告Ｌ２は給送方向の逆方向に摩擦力が作用するように回転させて分離部
材１０５を進入させると、作動機構により従動ローラ１２５が搬送ローラ１２１に近接し
て搬送ローラ１２１が回転し、取り出された最下部のセット広告Ｌ１が従動ローラ１２５
と搬送ローラ１２１との間に挟まれて給送されるので、次のセット広告Ｌ２の下面の湾曲
部に隙間を設け、最下部のセット広告Ｌ１を給送することができ、また、次のセット広告
Ｌ２は分離部材１０５が進入する方向、即ち、用紙後端ガイド７１方向に摩擦力を受け、
次のセット広告Ｌ２の下面に発生した弛みを戻すことができる。このため、次のセット広
告Ｌ２の空送りがなく、安定した給紙性能を得ることができる。
【００７２】
また、本実施例においては、分離部材１０５はベアリングに限定されるものではなく、コ
ロとしてもよい。なお、本実施例においては、吸着パッド２５、ヤマクチ形吸着パッド７
９又は分離部材１０５等の数は特に、限定されるものではなく、適宜変更することができ
る。
【００７３】
【発明の効果】
以上詳述したように本発明によれば、吸着パッドにより吸着され、搬送ロール対により給
送される新聞広告のうち、吸着パッドにより吸着され取り出された最下部に位置する第１
の新聞広告とこの第１の新聞広告の直上に積載された第２の新聞広告との間に、第１の新
聞広告の給送方向に摩擦力を付与し、第２の新聞広告に対して給送方向とは逆方向に摩擦
力を付与するように回転する分離部材を進入させると、作動機構により搬送ローラ対が回
転し、第１の新聞広告は円滑に搬送ローラ対により給送される。一方、第２の新聞広告に
は給送方向とは反対の方向に摩擦力が付与されるため、第２の新聞広告の下面に対して引
張る力が作用し、第２の新聞広告に発生した弛みを戻すことができるので、第２の新聞広
告の空送りがなくなり、安定した新聞広告の給送を行うことができる。このため、安定し
た給紙性能を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例に係る給紙装置を示す正面図である。
【図２】本発明の実施例に係る給紙装置を示す平面図である。
【図３】本発明の実施例に係る給紙装置を示す側面図である。
【図４】セット広告給紙機構部を示す側面図である。
【図５】セット広告給紙機構部を示す正面図である。
【図６】セット広告搬送機構部を示す平面図である。
【図７】セット広告分離機構駆動部を示す平面図である。
【図８】セット広告給紙機構部の動作を工程順を示す模式図である。
【図９】図８の次の工程を示す模式図である。
【図１０】図９の次の工程を示す模式図である。
【図１１】図１０の次の工程を示す模式図である。
【符号の説明】
１；新聞供給装置
２、３；側板
４；架台
５；操作パネル
１０；新聞給紙機構部
２０；給紙台
２５；吸着パッド
３０；新聞縦搬送機構部
４０；新聞横搬送部
５０；新聞開き機構部
６１、６２；側板
７０；セット広告給紙機構部
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７９；ヤマクチ形吸着パッド
８１；給紙台
１０２；作動板
１０３；分離部材支持板
１０４；分離部材支持軸
１０５；分離部材
１２０；セット広告搬送機構部
１２１；搬送ローラ
１２２；搬送軸
１４９；レバー
１５７；従動ローラ駆動カム
１６０；ガイド支持板
１８６；揺動レバー
１９９；サッカー
２００；タイヤ
２０１；固定脚
２１０；スタッカ装置
Ｌ；セット広告
Ｌ１；最下部のセット広告
Ｌ２；次のセット広告
Ｎ；新聞

【図１】 【図２】
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